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強
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求
め
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よ
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案
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近
年
、
気
候
変
動
の
影
響
等
に
よ
り
毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地
で
大
規
模
な
自
然
災
害
が
発
生

し
て
い
る
。
令
和
六
年
一
月
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
に
加
え
、
本
年
七
月
に
発
生
し
た
熊
本

地
震
に
お
い
て
は
、
多
く
の
住
民
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
災
害
に
よ
り
生
活
拠
点
を
失

っ
た
被
災
者
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
避
難
所
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
認

識
さ
れ
た
。 

一
方
で
、
真
夏
の
厳
し
い
暑
さ
の
中
で
の
避
難
生
活
で
は
、
熱
中
症
の
発
生
リ
ス
ク
が
高
ま
る

ほ
か
、
避
難
者
の
健
康
状
態
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
避
難
所
に
お
け
る
暑
熱
対
策
の
重
要

性
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
ま
た
、
避
難
所
の
生
活
・
衛
生
環
境
を
見
て
み
る
と
、
食
料
や
水
、



ト
イ
レ
、
入
浴
施
設
等
の
設
置
が
不
十
分
な
ケ
ー
ス
や
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
生
活
空
間

の
確
保
な
ど
、
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
乳
幼
児
を
抱
え
る
家
庭
、
妊
産
婦
等
、
災
害
時
に
特
別
な
配

慮
を
必
要
と
す
る
方
々
へ
の
対
応
も
求
め
ら
れ
て
お
り
、
避
難
所
の
生
活
・
衛
生
環
境
の
改
善
と

と
も
に
、
夏
季
の
暑
熱
対
策
の
強
化
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
避
難
所
に
お
け
る
生
活
・
衛
生
環
境
の
改
善
及
び
夏
季
の
暑
熱
対

策
の
強
化
を
図
る
た
め
、
次
の
事
項
に
取
り
組
む
よ
う
強
く
要
望
す
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

記 

 

一 

避
難
生
活
に
お
け
る
良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
に
向
け
た
取
組
指
針
に
沿
っ
た
避
難
所
の
開

設
や
、
避
難
所
用
物
資
等
の
備
蓄
及
び
整
備
を
行
う
自
治
体
に
対
し
、
交
付
金
等
の
財
政
支
援

措
置
の
継
続
、
拡
大
を
図
る
こ
と
。 

 

二 

酷
暑
時
に
お
け
る
避
難
の
長
期
化
を
見
据
え
、
屋
内
運
動
場
の
空
調
設
備
整
備
事
業
の
補
助

率
や
上
限
額
、
補
助
対
象
施
設
を
拡
充
す
る
な
ど
、
避
難
所
環
境
の
改
善
に
向
け
、
国
に
よ
る

財
政
措
置
を
更
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
。 

 

三 

一
般
避
難
所
へ
の
避
難
が
困
難
な
方
の
た
め
の
福
祉
避
難
所
の
充
実
に
向
け
た
資
機
材
や
福

祉
人
材
の
確
保
な
ど
を
推
進
す
る
自
治
体
の
取
組
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
要
配
慮
者
に
対
す

る
暑
熱
対
策
の
充
実
を
図
る
こ
と
。 

 

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。 
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